
「
過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
を
患
っ
た

方
々
に
対
し
、
県
及
び
国
家
、
国
民

が
強
い
た
事
実
、
実
態
に
つ
い
て
検

証
し
、
再
び
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ

ぬ
よ
う
、
今
後
の
教
訓
と
す
る
と
と

も
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
啓
発
に
よ
り
、
差
別

や
偏
見
の
解
消
を
図
る
」
こ
れ
は
、

平
成
十
七
年
（
２
０
０
５
）
二
月
か

ら
始
ま
っ
た
『
長
野
県
ハ
ン
セ
ン
病

問
題
検
証
会
議
』
の
開
催
目
的
で
す
。 

そ
の
後
、
検
証
活
動
（
療
養
所
へ

の
現
地
調
査
や
入
所
者
・
行
政
関
係

者
等
へ
の
聞
き
取
り
調
査
）
や
検
証

会
議
を
経
て
、
翌
十
八
年
に
『
報
告

書
』
が
県
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

報
告
書
で
は
、
強
制
隔
離
政
策
の

背
景
や
療
養
所
の
実
態
、
長
野
県
に

お
け
る
無
ら
い
県
運
動
の
状
況
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
と
と
も
に
、
こ
の
問

題
の
解
決
を
目
指
す
た
め
の
今
後
の

取
組
み
と
し
て
、
ハ
ン
セ
ン
病
に
つ

い
て
の
社
会
全
体
の
正
し
い
理
解
の

促
進
や
、
療
養
所
入
所
者
と
ふ
る
さ

と
と
の
距
離
を
縮
め
る
こ
と
な
ど
が

提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
報
告
書
の
全

文
は
、
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

U
R
L
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７月１０日（木）諏訪・上伊那地区 社会人権教育研修会  於：男女共同参画センター（あいとぴあ） 

【伊那教育事務所主催】 

伊波
い は

敏男
としお

さん（ハンセン病回復者、作家）の午前中の講演 、『私たちが 

見棄てた人たち』の中で、長野県においてこの問題解決のために扉を開い

た小・中学生の活動が紹介され、「元患者をふるさとに迎えるために、大

人は、そして、みなさんは何か汗をかきましたか？」という問いかけがあ

りました。 

午後の分科会では、かつて長野市の小学生とともに伊波 

さんと交流することでハンセン病問題について深く学ばれ 

た箕輪中部小学校、清水
しみず

 稔
みのる

教頭先生との対談が行われ 

ました。清水先生が、「子どもたちは、伊波さんとの出会 

いを契機にしてこの問題を考える中で、差別に負けない伊 

波さんの生き方とその人間性に共感するとともに、支えて 

くれる人の存在が必ずあったことを知りました。そして差別は、される人だけでなく、する側の 

人をも苦しめるという本質を理解していきました」と語られた言葉がたいへん印象的でした。 

６月２４日（火）ハンセン病療養所入所者との懇談会①  於：須坂看護専門学校  

【企画部人権・男女共同参画課主催】 

 講師の丸山
まるやま

多嘉男
た か お

さん（栗生
くりゅう

楽
らく

泉
せん

園
えん

長野県人会会長）のお話が終 

わると、生徒のみなさんから質問や感想が出されました。 

「丸山さんは、楽泉園に来られた時に自身がハンセン病だというこ 

とを知ったと話されましたが、丸山さんに病気のことを伝えなかった 

両親のお気持ちはどうだったのでしょう？」 

「療養所の入所者の方が、病院のような施設でなく私たちと同じよ 

うな日常生活を送られていることに驚きました」 

丸山さんは、ひとつひとつ質問にていねいに答えながら、「ぜひ、 

みなさんも楽泉園に一度足を運んでみてください」と呼びかけられま 

した。学習したことを自分の目で直接確認し、学びを確かなものにし 

てほしいという丸山さんの強い願いを、生徒のみなさんも感じられた 

ようです。最後は、丸山さんと生徒全員が握手をして懇談会が終わり 

ました。 

須坂看護専門学校では、10月１５日（水）に２回目の懇談会を予定しています。 

 

伊波さんのお話をお聞きす

るために、愛知県と三重県か

らお出でになられた、それぞ

れ安達さん、斉藤さんです。 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に
つ
い
て
の 

学
習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。 
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長野市大字南長野字幅下６９２－２ 
電話  ０２６－２３５－７４５０ 
FAX  ０２６－２３５－７４９５ 
Ｅメール  kokoro@pref.nagano.jp 

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
、
長
野
県
を
め
ざ

し
て
、
県
や
教
育
委
員
会
で
は
啓
発
事
業
や
人

権
教
育
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。 

平
成
二
十
年
度
（
２
０
０
８
）
の
上
半
期
に

行
わ
れ
た
い
く
つ
か
の
事
業
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
も
の
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

  

                                

                           

【
飯
田
教
育
事
務
所
主
催
】 

               

 
 

－１－ －４－ 

 

誇りです 差別のないまち わが職場  
（同和教育つうしん第９号より） 

５／２６（月）学校・社会人権教育の担当者がともに学び合いました 
【飯田教育事務所主催】 

                               
○学校・社会の担当者で話し合う機会が持ててたいへんよかった。 
○他市町村の実践が参考になった。 
○地域の中で子ども達を育てていく、地域に生きる大人も学んで 
いくという方向を学校、社会が連携して考えていく機会として、 
たいへん有意義である。 
○学社連携の具体例が語られました。 
 ・参観日講演会、ＰＴＡ講演会を地域に公開している。 
（喬木村、飯田市川路、飯田市羽場・丸山） 
 ・特別支援学級についての周知を高齢者学級の活動で行った。 
 （下條村） 
 

７／８（火）出発式  一人ひとりのちがいが尊重される社会へ 

『ラッピングバス』が走ります【企画部人権・男女共同参画課、長野地方法務局、 
長野県人権擁護連合会】 

  
  

７／２５（金） 企業と人権教育 

   企業人権教育推進大会が行われました 
【企画部人権・男女共同参画課主催】 

 
今年度の大会テーマは「高齢者がやりがいを持ち、いきいきと

能力を発揮できる職場づくり」です。 
 最初に、株式会社小川の庄取締役総務部長、伊藤宗

いとうむね

善
よし

さんか

ら「小川の庄における高齢者雇用の取組について」事例報告をし

ていただきました。続いて、みずほ総合研究所政策調査部主任研

究員、大島
おおしま

寧子
やすこ

さんの講演「高齢期の人材がやりがいをもち、

能力を発揮できる職場づくり」をお聞きし、企業人権教育の一層

の推進を図る必要性を確認しました。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

    

○
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
訪
問
ふ
れ
あ
い
事
業 

９ 

／ 

２ 

（
火
）
東
京
都
多
磨
全
生
園 

○
男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 
 

  

９ 

／ 
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（
土
）
波
田
町
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー 

 
 

○
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
と
の
懇
談
会
② 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
水
）
須
坂
看
護
専
門
学
校 

○
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

 
  
 
 

      

（
土
）
須
坂
市
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル 

 
 

○
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
と
の
懇
談
会
③ 

（
月
）
佐
久
大
学
・
信
州
短
期
大
学 

○
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
と
の
懇
談
会
④ 

（
火
）
信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス 

○
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

（
金
）
松
本
市
音
楽
文
化
ホ
ー
ル 

 
 

○
「
ち
が
い
」
を
愛
す
る
県
民
運
動
強
調
旬
間 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
月
）
〜 

 
 
 

 

（
水
） 

 

10 
／ 
25 

 

こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
催
し 

 

【
企
画
部
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
主
催
】 

10 
／ 
15 

10 
／ 
27 

10 
／ 
28 

11 
／ 
28 

参加を希望される場合やお問い合わせ等は、企

画部人権・男女共同参画課までお願いします。 
   ℡ 026(235)7102  

参 加 者 の 声 

社会人権教育担当者２６名の出席があ

りました。（前年比１０名増） 
☆ラッピングバス

は全部で３台運

行されます。写真

のバスは２０年

度の県人権啓発

ポスターを施し、

長野市北部を３

月までの９ヶ月

間走ります。 

☆あとの２台は、 

１２月の国の「人

権週間」と、県の

「ちがいを愛す

る県民運動強調

旬間」にあわせ、

小学生の絵をデ

ザインしたもの

が、長野市南部と

松本市を走る予

定になっていま

す。 

 

12 
／ 
 1 

 

12 
／ 
10 

伊藤宗善さん 大島寧子さん 

企業・各種組織・団体・学校等での学習にご活用ください。 



平
成
二
十
年
度
（
２
０
０
８
） 

 

社
会
人
権
教
育
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。 

９月１９日（金）【中南信会場】長野県総合教育センター（塩尻市） ９月１１日（木）【東北信会場】千曲市更埴文化会館（あんずホール） 
 

課
題
別
分
科
会
の
内
容
と
講
師
の
紹
介 

【第１分科会】 
○テーマ：同和問題について 

○内 容：同和問題の現状について講演 

をお聞きし、理解を深めます。 

これからの啓発のあり方を考え

たり、話し合ったりします。 

○講 師：星沢
ほしざわ

 重幸
しげゆき

さん 

ＮＰＯ法人人権センターながの理事 

 

【第２分科会】 
○テーマ：女性の人権について 

○内 容：ＤＶやセクシャルハラスメント等、

女性相談の現状から、家庭・地域な

ど、身近な生活の中にある女性の人

権問題について考えます。 

○講 師：三澤
みさわ

 鈴子
すずこ

さん 

長野県女性相談センター所長 

【第３分科会】 
○テーマ：障害者の人権問題について 

○内 容：知的障害者更生施設（四賀アイ・

アイ）のみなさんとの交流会や支

援部長さんのお話を通して、障害

のある人があたりまえに暮らせ

る社会について話し合います。 

○講 師：四賀アイ・アイのみなさん 

生活支援部長  赤羽
あかはね

 信行
のぶゆき

さん 

 

【第４分科会】 
○テーマ：受刑者再起支援のあり方について 

○内 容：我が国唯一の刑務所内中学校（松本

市立旭町中学校桐分校）の施設見学

と法務官による講義を通して、受刑

者再起のあり方を考えます。 

○講 師：法務官 

松本少年刑務所 

 

※ 午後に現地集合、現地解散の予定です。 
 

【第５分科会】 
○テーマ：語り合い気づこう人権 

○内 容：公民館・企業・ＰＴＡ活動など地域社会での人権教育・

講座に役立ち、参加者みんなで語り合う、体験的参加

型学習の演習です。 

○講 師：飯田教育事務所 本村栄次指導主事 
 

【第１分科会】 
○テーマ：同和問題について 

○内 容：上田市における解放子ども会指導の

実践発表と話し合いを通して、現状

と課題を理解し同和問題の解決に

むけて考えます。 

○講 師： 中村
なかむら

 瑞穂
みずほ

さん 

上田市丸子地域教育事務所 

工藤
くどう

 真一
しんいち

さん 
上田市城南公民館 

高須
たかす

 健
けん

さん 
上田市塩田公民館 

【第２分科会】 
○テーマ：女性の人権について 

○内 容：ＤＶやセクシャルハラスメント等、

女性相談の現状から、家庭・地域な

ど、身近な生活の中にある女性の人

権問題について考えます。 

○講 師：三澤
みさわ

 鈴子
すずこ

さん 

長野県女性相談センター所長 

 

【第３分科会】 
○テーマ：ハンセン病問題について 

○内 容：ジャーナリストの立場から見たハン

セン病問題の現状をお聞きし、社会

のあり方を考えます。 

○講 師：畑谷
はたや

 史代
ふみよ

さん 

信濃毎日新聞社論説委員 

 

【第４分科会】 

○テーマ：受刑者再起支援のあり方について 
○内 容：松本市立旭町中学校桐分校で受刑者

の更正教育に３５年間携わられて

こられた実践（5/22 ＳＢＣスペシ

ャルで放映）に学びます。 

○講 師：角谷
すみや

 敏夫
としお

さん 

元松本少年刑務所企画部門 

教育担当・桐分校担任 

 

【第５分科会】 
○テーマ：語り合い気づこ

う人権 

○講 師：佐久教育事務所 

白鳥郷史指導主事 
※内容は９月１１日と同じになり

ます。 

課
題
別
分
科
会
の
内
容
と
講
師
の
紹
介 

☆ 参加申し込みは、開催要項別紙様

式にてお願いします。 
☆ お問い合わせは、各教育事務所 
佐久0267(63)3230  上田0268(25)7175 
伊那0265(76)6861  飯田0265(53)0461 
松本0263(40)1977  長野026(234)9552 
もしくは、教学指導課心の支援室

026(235)7450  担当：奥原まで
お願いします。 

 第３５号        人  権  つ  う  し  ん       平成２０年（2008年） ８月 ５日（３）      第３５号         人  権  つ  う  し  ん       平成２０年（2008年） ８月 ５日（２）     

 
 
 

【 講演会講師 虎
とら

井
い

まさ衛
え

さんプロフィール 】                                          【 講演会講師 炭谷
すみたに

 茂
しげる

さん プロフィール 】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                                                                                                                          
 
 
 
 

 

    

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                                                                                                                                                                                                                             
－２－ －３－ 

1963 年東京生まれ。作家。「オフィス然 nature」代表。立教大学、千葉大学非常勤講師。幼児期

より性同一性障害に悩み、大学卒業後、渡米して女性から男性への性別適合手術を受ける。その前後の

1987年より、著述・講演など性同一性障害についての啓発活動を始め、1994年に創刊した「FTM

日本」は国内外の研究者・教育者にも広く参考にされている。 

 東京都人権啓発ビデオ（東映製作）への出演、「３年Ｂ組金八先生」第６シリーズへの協力など、性

と人権について、教育現場や特にメディアを通じてアピールすることに力を入れている。 

著書に、「女から男になったワタシ」（青弓社 1996年）、「ある性転換者の記録」（青弓社 1997年

共著）、「トランスジェンダーの仲間たち」（青弓社 2000年）、「トランスジェンダーの時代」（十月舎 

2000年）、「ある性転換者の幸福論」（十月舎 2001年）「男の戸籍をください」（毎日新聞社２００

３年）、「性同一性障害って何？」（緑風出版２００３年、共著）などがある。 

 

１９４６年富山県生まれ。 

１９６９年東京大学法学部卒業後、厚生省（当時）に入る。総務庁（当時）地域改善対策室長、厚生省

国立病院部長、厚生省社会・援護局長、環境省官房長等を経て、２００３年7月環境事務次官に就任、 

２００６年９月退任。国家公務在職中医療、福祉、環境、人権の仕事に従事した。 

現在社会福祉法人恩賜財団済生会理事長、（財）地球・人間環境フォーラム理事長、学習院大学特別客員

教授、呉大学客員教授、長崎国際大学大学院兼任講師、(財)日本更生保護協会理事、朝日新聞厚生文化事

業団評議員等を務める。 

 また国家公務員在職中から一個人として障害者、ホームレス、引きこもりの若者、刑余者などへの就労

支援、貧困地域のまちづくりなど社会貢献活動に従事している。 

 最近の著書に「私の人権行政論」（解放出版社２００７年１１月）、「環境福祉学の理論と実践」（編著、

環境新聞社、２００６年9月）、「社会福祉の原理と課題」（社会保険研究所、２００４）「地球環境問題の

新常識」（共著、東洋経済新報社、２００４）  

 

研修会の日程（９月１１日、１９日ともに同一日程） 

   9:00         10:00    10:10   10:20                  12:20               13:20                         15:30 15:40 
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